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令和６年度 江東区立深川第五学校 自己評価表 

校長名 代 田 信 之  

 目標に向けた取組についての自己評価  
   

重点領域１ 確かな学力の定着 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

「こうとう学びスタンダード」を実
践しわかる授業の工夫、授業規律の
確立を全教員で実施する。「チャレ
ンジウエンズデー」を通して、自ら
学ぶ意欲を向上させる。 

100％ 

スタンダード（３教科・体力）の定着
が見られた生徒、主体的に学ぶ意欲が
見られた生徒をともに９５％以上に
する。 
 

80％ Ｂ 

２ 

全学年朝読書の時間を設定するなど
読書活動を充実させる。各種検定試
験に積極的に受験させ、裏付けのあ
る自信を育成する。 

93％ 

日常の生活で読書が身に付いた生徒
を８５％以上にする。各種検定の３級
以上の合格者を受験者の１５％にす
る。 

94％ Ａ 

３ 

オンライン教材を活用し、一人一人
の理解度を把握した授業展開に努
め、生徒個々の達成感を味わわせる
指導を工夫・改善する。 

73％ 

タブレット端末を積極的に活用し、主
体的に学習に取り組み、達成感・成就
感を得た生徒を９０％以上にする。 

83％ Ｂ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・「こうとう学びスタンダード」は概ね定着している。教師は生徒の主体的な学習活動を取り組ませるととも

に、学習課題の精選、工夫・改善に努める。 
・朝読書は定着している。また、学校図書館司書と連携して、図書館の利用者も増加した。各種調査に関し
ては、地域学校協働本部が主体となり運営した。特に英語検定面接対策は、非常に充実した。次年度はコ
ミュニティースクールを新たに設置するので、円滑に運営を移管し、引き続き生徒の裏付けのある自信を
育成する。 

・「授業が分かる」とアンケートに回答した生徒は多いが、学習が身に付いているとは言い難い。各教科の指
導において、タブレットを効果的に活用し、主体的に学習に取り組める生徒を育成する。教師のＩＣＴに
関しての研修等も積極的に行う。 

 
 
 

重点領域２ 豊かな心と健康な身体の育成 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 
あいさつ、時間厳守、服装、持ち物
等の指導を登下校時、学級活動、集
会等で徹底する。 

93％ 

登下校時等であいさつができる生徒
を９５％以上にする。「学び方スタン
ダード」の定着率を８５％以上にす
る。 

97％ Ｂ 

２ 

教育相談を充実させ、家庭・関係機
関との連携を図りながら、不登校生
徒の減少と学級への早期復帰を図
る。また、ＳＯＳの出し方指導等を
通して、生命の大切さを学ばせる。 

100％ 

不登校生徒の発生率を前年の半分以
下にし、その生徒の復帰率を２０％以
上にする。 
 
 

40％ 
Ｃ 
 

３ 
全校集会での講話、学級指導、道徳
授業での規範意識に関する指導を充
実させる。 

93％ 
家庭や学校の決まりごとを守ってい
る生徒を９０％以上にする。 
 

105％ Ａ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・「あいさつ」「時間厳守」「身だしなみ」等の励行に関しては、生徒会本部・生活委員会などが中心に全校で

取り組んでおり定着してきている。今後は、さらに主体的に取り組めるように指導する。 
・基本的な生活習慣が定着していない生徒が散見され、家庭との連携が必要だと強く感じている。不登校生
徒の発生率は７％を超え、昨年度よりも悪化した。ＳＣやＳＳＷの連携をさらに強化して、不登校別室支
援員を効果的に活用して学校復帰を働きかける。またブリッジスクール・フリースクール等の関係機関と
の連携に努める。 

・生徒の回答結果は肯定的だが、生徒間ではなお「ＳＮＳ」等によるトラブルが後を絶たない。あらゆる場
面で、生徒の規範意識を向上させる指導に努め、各家庭・地域とも連携した生徒の健全育成を図る。 
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重点領域３ 特別活動の活性化・委員会活動や部活動の充実 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 
全生徒に活躍させる機会を作る指導
を実践する。 

93％ 
活躍した体験１回以上の生徒を９
０％以上にする。 

85％ Ｂ 

２ 
生徒が主体的に取り組み、達成感を
味わわせる学校行事・学年行事を実
施する。 

93％ 
行事に主体的に取り組み、達成感・成
就感を得た生徒を９０％以上にする。 105％ Ａ 

３ 
地域と連携して、部活動を通した生
徒の向上心を育成する。 

87％ 
部活動が励みになる生徒を９０％以
上にし、参加率を８５％以上にする。 

91％ Ａ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・教師側としては、個々の生徒に対して積極性・リーダー性の育成に努めている。今後は、学年・学級全体 
 での指導を通して前向きな雰囲気づくりから始め、生徒一人一人の自己肯定感を醸成させ、長所を伸ばし
意欲を向上させる指導に努める。    

・今年度は予定通りに学校行事を実施した。生徒たちは主体的に行事に取り組み、達成感を得てその経験を
自己の学校生活に生かしている。さらには、成功体験を多く積ませることにより、自己有用感をより育ま
せる。 

・生徒は部活動に積極的に参加し、自己の向上心が高まっている。今後は部活動の「地域移行・地域連携」 
 や「他校との合同での活動」なども視野に入れながら、各部の活動内容を精査して部活動の充実を図る。  
 

 
 

重点領域４ 家庭・地域と連携した健全育成 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

学校ＨＰの内容を充実させ更新頻度
を高め、学校だより・各種通信を定
期的に発行する。また、生徒の課題
等をオンラインで実施し、家庭と連
携した学習を展開する。 

73％ 

学校だより・ＨＰ等から「学校の様子
がわかる」という保護者を９５％以上
にする。 70％ Ｂ 

２ 
保護者、地域住民の学校行事、交流
活動の参加人数の増加を図る。 

100％ 
学校行事や保護者会等に参加する保
護者を８５％以上にする。 

101％ Ａ 

３ 

地域学校協働本部の活動を活性化さ
せ、コミュニテイースクールへの移
行を円滑に行いながら、生徒の健全
育成を図る。 

87％ 

地域行事やパイオニア活動等を通し
て培った地域への帰属感を７０％以
上にする。 
 

51％ Ｂ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・学校としては情報発信の充実に努め、保護者・地域に対して教育活動への理解・協力を促している。ＨＰ 
 の内容を精選してさらに見やすくする等組織的な情報発信に心がける。クロームブックや「すぐーる」を
通して連絡手段をより効果的に活用し、内容の工夫・改善を図る。 

・「学校公開」をはじめ運動会・文化祭などの学校行事に多くの保護者・地域の方々が来校し、本校の教育活
動を参観する機会を設けることができた。その際のアンケート等を参考にして今後の学校改善に生かして
いきたい。 

・地域行事やパイオニア活動に参加する生徒は多い。その機会を通して、地域の良さに触れ地域への帰属感  
 を高める工夫をする。 
 
 

 

【評語】成果指標（こども側）の達成度に応じて決定する。 
    Ａ：９０％以上（目標達成とみなし、次年度は新たな目標を設定する） 
    Ｂ：５０％以上９０％未満 
    Ｃ：５０％未満（目標や努力指標等を見直す） 


